
セ ン ト ・オ ルバ ンズの ク リスマス

津 島 克 子

セ ン ト ・オルバ ンズは ロン ドンのキ ングス ・ク ロス駅 か ら急行 で北へ

20分 程 の ところ にある古代 か ら続 く歴 史 ある街 で あ り,49年 か ら425年 ま

でロ・一マ に支 配 され ていた。その時代 の遺跡 も残 ってお り,Verulamium

Museumで は 当時 のモザ イクの床や 発掘 品 などが展示 してあ り,何 世紀 も

以前 の生活 をか いま見 るこ とが 出来 る。

昔 ローマ 人が ロン ドンか ら北へ 向か う途 中に,セ ン ト ・オルバ ンズ に

宿泊 した ため,沢 山の イ ンやパブが で きた。 イ ンにはコーチゲ ー トと呼

ばれ る馬車 が通 れ る間 口の広い門が あ り,そ の中庭 で馬 車 を休 め るこ と

が で きた。馬車 を休め,人 問 はパブ に くり出て旅の疲れ を癒 した。現在

も街 の中 には沢 山のパ ブが残 ってお り,FishpoolStreetと い うかつての

ロン ドンか ら北 へ向か う時 に通 った街 の メイ ンス トリー トにはチュー ダ

ースタイル と呼 ばれ る白壁 にテ ィンバ ー フ レイムの イ ンが コー チゲー ト

もその ままに残 って いる。

また現 在の メイ ンス トリー トで あ るSt.PetersStreetで は 中世 か ら伝

わるマ ーケ ッ トが昔 は土 曜 日だ けで あ ったが,現 在 は水 曜 と土曜 の週2

回開 かれ,主 に 日用品 が売 られて い る。 ク リスマスの季節 になる と樅の

木や ミソ ト,ク リスマ スツ リーの飾 りものが それ に加 わ る。サ ンタク ロ

ースの格 好 を した人がベル をな らしなが ら募 金 を募 っていた り
,`Christmas

tree!Mistletoe!'と 叫 んでい る様 は まるで 日本の年末 の門松 売 りと同 じ風

景で ある。

街 の名 前 は英 国内で303年 に ローマ兵か ら最 初のク リスチャ ン殉教 者 と
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な ったSt.Albanに 由 来 してい る。

1.Christmas(ク リスマス 降誕祭 ・12月25日 ～1月6日)

英 国の冬 は寒 くて暗 い。朝 も8時 を過 ぎない と明 る くな らず,夕 方 は

3時 過 ぎる と暗 くな り始 め る。霧や 雨 も多 く特 に12月 の こ とを`pale

December'`bleakDecember'と 言 われ る程 であ る。

しか し,12月 は キ リス ト教徒 に とって,一 年で一番 重要か つ最 大の祭

事 で あるク リスマ スの月で もあ る。街 の様 子 は天候 とは反対 に,通 りや

それぞ れの店で ク リスマス用 ライ トの飾 り付 けを して明 る く,楽 しい雰

囲気 にな る。人 々 も毎 日ク リスマスの準備 に追 われ忙 しそ うに買 い物 に

走 り廻 っている。普 段は駐車 できない空地 もその時だけは`ChristlnasPark'

と表 示 が出て駐車 で きるよ うにな る。

12月 に 入 る と,徐 々 にク リスマ スカー ドが届 き始 め,そ れ を暖炉 の上

や部屋 の壁 に飾 って い く。(何十枚 と届 くが不思議 と同 じカー ドが ない。)

そ して毎 日の ようにプ レゼ ン トの包 装 に忙 しくな る。10日 も過 ぎると,

何 処 の家で もツ リーが飾 られ窓 には豆 電球 な どで彩 られ る。

また,街 では教 会や広場 な どで`CarolService'が 行 われ る。私 は20

日の 夜8時 か ら行 われ た`CivicCarolService'に 参 加 した。セ ン ト ・オ

ルバ ンズの市長主催の このServiceは 満 天の星 空の下,深 深 と冷 え込 む中,

数 曲のCarolを 皆 で楽 しんだ。

ク リスマ スイブ の24日 も街の 中は最 後 の買物 で忙 しい。 そ してク リス

マ スの ミサ は この夜 か ら始 まる。普 段の ミサに は行か な くて も,こ の 日

だけ は行 くという人が多い。 日本 で除夜 の鐘 を聞 きに夜 中か らお寺 に行

くように,24日 の 夜10時 頃 か ら各教 会 で`MidnightMass'が 行 われ12時

過 ぎに終 わ る。教会 の中 にはク リスマ スツ リー よ り重要 な`crib'と 呼 ば

れ る,馬 小屋で のキ リス ト誕生 の時 を再現 した人形 が飾 られ てい る。

人 々は 日本の ような全 くキ リス ト教 とは関係 ない馬鹿騒 ぎとは違 い,
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普段遠 くにいる家族や親戚が集まりクリスマスデ ィナーやプ レゼン トの

交換を楽 しむ。伝統的なクリスマスデ ィナーのメニューはロース トター

キー ・スタッフィング ・何種類 もの温野菜(何 故か芽 キャベツが含 まれ

る)・クリスマスプデ ィング・ミンスパイなどである。 日本のようなスポ

ンジケーキにク リームで飾ったケーキはない。 また日本のおせち料理が

三が日続 くように,大 きなロース トターキーは品を変え形を変え数 日の

間食卓に登場する。

ク リスマスツ リーの下に山のように積 まれたプ レゼン トは全員が揃っ

たところで,家 族の中で一番年下の者が皆 に一つずつ渡す。一人が一個

ではな く数個から十個以上貰う場合 もあるので,最 初 は一つずつに歓声

を挙げていても全員が全部のプレゼン トを開け終わるのに2・3時 間か

か ることがあり皆疲れてくる。私が伺った家は12時 か らクリスマスデ ィ

ナーが始 まり,3時 か らエリザベス女王のメ ッセージを聞 き,プ レゼ ン

トを開け始め,そ れが終わったのは6時 半を過 ぎていた。そして解散 と

なり静かな 日々に戻 る。

しか し,こ の 日でクリスマスが終わったわけではな く,ツ リーや飾 り

付けも1月6日 の朝 までそのままに置 く。そ して街で友人に会 うと年が

明けても`MerryChristmas'と 挨拶 を交わす。

II.TwelfthNight(十 二 夜 ・1月5,6日)

ク リスマス はEpihany即 ち1月6日 で終 わる。この 日は東方の三博士が

ベ ツレヘ ム に生 まれた キ リス トの もとに到 着 した 日とされ てい る。

1582年 に ヨー ロ ッパ の カ ソ リック教徒 が グ レゴ リオ歴(Gregorian

Calendar)を 取 り入 れた時,英 国で は今 と同 じよ うに ヨー ロ ッパ の他の

国々 と同 じにす ることを好 まず,昔 なが らのユ リウス歴(JulianCalendar)

を引 き続 き使 った。結 局18世 紀 の半ば まで ロン ドンはパ リより12日 間 日

数が早 く進 んで しまった とい うことになる。即 ち,ヨ ー ロ ッパ では,キ
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リス ト降誕祭 は十 二夜 に相 当す る1月6日 に祝 われて いた。1751年,他

の国 と同 じように英 国で もグ レゴ リオ歴 を使 うようにす るため,9月2

日が9月14日 に な るとい うこ とを宣言 す るカ レンダー条例 が通 った。 こ

れ に よって12月25日 に ク リスマス を祝 うこ ととな った。 この改革 はあ ま

り評判 が良 くな く,あ る地域 で は 「政府 が 自分達 の一生 か ら12日 間 を取

り上 げた」 と本気 と考 え る人た ちが,暴 動 を起 こ した り,デ モ に参加 し

た りした。

1月6日(十 二 夜)は ながい間`OldChristmas'と 呼 ばれ続 け,そ れ

まで と同 じに祝 って いた。 お祝 いの機 会 はひ とつで も多いい方が良 い と

考 えた人 々は`NewChristmas'も 祝 うこ とに した。 これに よって,祝 祭

の 日は12月25日 か ら1月6日 の12日 間 に延びた。次 第に12月25日 の`New

Christmas'の 方 が祭 の 中心 とな ってい ったが,古 い習慣 もまた消 えること

はなか ったので ある。

1月5日 の`01dChristmasEve'の 伝 統行 事の一 つに`Wassailing'と

い うのが あ る。これ は果物 の木 が来期 も豊 作で あ るように祈 りを込め て,

果 物の木 の根 元 に りん ご酒 をかけて祝 いの歌 を歌 った り,枝 に向か って

火薬 に火 を付 けて飛 ば して騒 ぎ,盛 大 にお祭 の気分 を盛 り上 げた。

またローマ人が英 国 を占領 していた頃 は,こ の ク リスマス と同時期 に

農業神 を賛え る祭事 も行 っていた。数 々の祝 賀行事 の最 後の 日に十 二夜

の王 と女 王 を選 出 した。 その方法 は`TwelfthCake'(十 二 夜 のケ ーキ)

に インゲ ン豆 とエ ン ドウ豆 を入れて焼 き,そ れ を食べ た人 が選 出され る。

イ ンゲ ン豆 を見つ けた男性 が王 とな り,エ ン ドウ豆 を見つ けた女性 が女

王 となった。女性 が インゲ ン豆 を見つ けた場 合,そ の女性の夫 が王 にな

った。 この 日は異性 の衣 装を身 に付 け ることが命 じられて いて,そ れ が

シェイクス ピアの戯曲TwelfthNight,OYWhatYouWill(十 二 夜)の

題名 に もな ってい る。権 力の構 造 を暫 くの間冗談 でひ っ くり返 そ う とい

う 「混乱 」 を楽 しんで いたが,こ うい う行事 も18世 紀 には衰 退 して いっ
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た 。

III.ATwelfthNightCelebrationinPoetry&Prose

この ク リスマ スの時期 にはいたる所で数多 くの催 し物 が行われ てい る。

セ ン ト・オルバ ンズでは`MuseurnofSt.Albans'の100年 目 を記 念 して

1月6日 に詩 の朗 読 会 が 開か れ た。100年 前 の衣 装 を ま とった3人 の

`Poesia'が`OldChristmasDay'に 合
った詩 を朗 読 してい く。例 えば,

RobertHerrickのTwelfeNight,T.S.Eliotの ノouyneyoftheMagi,

JohnBetjemanのChristmasな ど他 に も楽 しい詩 を含 め27篇 もの朗 読 であ

った。途 中`Was-hailtheancienttraditionofdrinkingthehealthof

friends'と い う英 国の冬 には欠 かせ ない香辛料 の入 った温 か い飲 み物 の

MulledWineを 楽 しむ時間が あ った。

IV.HummingandPanto

ク リスマスの伝統的な行事の一つとして`MummingPlays'と`Panto'

がある。両方 とも幾つかの特徴や決 まり事があ り,Mummingの 方 は仮面

を付 け,派 手な衣装をまとい無言の物まね劇のことだった。昔から宮廷

でもクリスマスの時期 に演 じられていたが,仮 面や仮装をし役者 に扮装

して殺人や悪事が頻繁 に起 こり,1511年 に禁止する法令が発令された。

そのため,貴 族の問ではMummingは 消 えていったが,民 衆の間では違っ

た意味で生 き残っていった。それは街中で行 うと観客から御祝儀 をもら

うことが出来たためであった。それによって 「劇」 として残 り現在 も演

じられている。

セン ト・オルバ ンズで催 されたのはst.George&theDragonだ った。

衣装を付けた役者が街の中を歩いて会場 となるタウン ・ホールの前に現

われた。 口上役の役者が一列 に並んだ役者を呼び出 し,呼 ばれた役者は

一歩前 に歩み出て 自己紹介する。そ して劇が始まると直 ぐに戦いの場面
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とな り,ど ちらかが倒れる。そこに医者が登場 し命を蘇 らせ る。その後

は物語とは関係ない役者が登場 し観客に受ける話 しをする。全 くの喜劇

で大人 も子供 も楽 しんだ。劇が終わると役者が帽子を持 って観客の中を

廻 り祝儀を集める。 というように伝統の決ま り通 りに進められた。

ここでいう`Pantomime'は 無言劇ではな く,`ChristmasPantomime'

といいクリスマスのお伽芝居の ことを言う。これにも決 まり事がある。

まず主役は男性が女性役 をし女性が男性役をする。大抵女性役は太 った

女性 になる。そ して悪人と善人がいること。観客 も黙 って見ているので

はな く,悪 人が現われ るとや じを飛ば しからかう。役者 も観客に向かっ

て声をかけた りするのでそれに答 えなくてはならない。そ して必ず歌 を

歌 う。全て舞台 と観客が一体 となって劇を楽 しむことになる。内容は伝

統的には、4ChristmasCarol,TheSnowQueen,、4rabianNights,

Cinderellaな どで,早 くか ら今年は何を見 るのかを決めてチケットを購入

する。私が見たのはBeautyandtheβ α説 でこれは比較的新 しいものだ

そうだ。決 まり事を知 らなかった私 は最初,子 供 も大人も観客のあまり

の賑やかさに驚 いた。しかし最後には皆 と一緒に歌 を歌いや じを飛ばし,

舞台の中に入 り込んだような気が して大変楽 しむ事ができた。

セ ン ト ・オルバ ンズ は英国 の どこにで もあ るよ うな小 さな町だが,ク

リスマ ス とい う時期 もあわせ て,良か ったのであ ろ うが,古 代 ローマ時代

か ら現在 に至 るまでの英 国 の全て を縮 図 としてみ る ことがで きる所の よ

うだ。

ただ のお祭 騒 ぎに終 わ らない,本 当のク リスマ ス をみ るこ とがで きた

こ とは,素 晴 しい経験 だ った。

DickensのChristmasCarolやBurnettのLittleLordFauntleroyで は主

人 も使 用人 も一緒 にな ってク リスマ スデ ィナー を楽 しんで終 わ る。物語

の 中では,ク リスマス には頑 な な人 の心 も変 える力が ある。 そ して キ リ
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ス ト降誕 祭 とい うキ リス ト教 の教 え をべ一ス に,い ろい ろな昔 か らの伝

統や習慣 を守 りなが ら代 々に伝 わ る素 晴 しい祭 事だ と思 った。
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